
善
行
川
柳 

選
者 

東

　
　逸
平

○

今
日
も
無
事

　感
謝
の
生く

ら

し活

　明
日
に
夢

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
ベ
テ
ラ
ン
に
し
て
は
少
々
、
句
回
り
が
、
く
ど
く
、
そ
し
て
固
か
っ
た
な
ァ

　全
体
は
分
か
る
ん
だ
け
ど
も
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
方
が
よ
い
の
で
は
？

　〈
今
日
も
無
事

　感
謝

　感
謝
で

　夕
餉
か
な
〉「
生
活
」
を
く
ら
し
と
読
ま
せ

る
の
で
あ
れ
ば
、〈
暮
ら
し
〉
と
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
？

○

上
州
の

　か
か
あ
天
下
は

　生せ

い

し糸
か
ら

群
馬
県

横
江

　
　勇

評
／
生
糸
（
き
い
と
）
を
わ
ざ
わ
ざ
（
せ
い
し
）
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
ま
す
が

　
　こ
れ
は
〈
き
い
と
〉
と
読
ま
せ
た
い
で
す
ね
。

　
　思
い
切
っ
て
〈
上
州
の
か
か
あ
天
下
は

　蚕
か
ら
〉
に
し
た
ら
？

○

天あ
ま

翔か

け
て

　善
行
の
星

　輝
き
て

東
京
都

松
田
多
恵
子

評
／
レ
ベ
ル
の
高
い
、
大
き
な
句
に
な
り
ま
し
た
ね
。
文
語
調
を
口
語
調
に
し
て

み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　〈
天
空
に

　善
行
の
星

　輝
い
て
〉

○

あ
の
時
の

　一
期
一
会
で

　今
日
が
あ
る

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
一
期
一
会
を
主
題
に
し
た
６
編
か
ら

　こ
の
句
を
選
び
ま
し
た

　か
つ
て
、
三
浦
綾
子
の
「
氷
点
」
を
解
説
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
文

中
で
「
多
く
の
人
に
関
わ
る
人
生
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
し
た
。
た
っ
た
一

度
の
出
会
い
が
、
多
く
の
人
に
交
わ
る
人
生
の
起
点
に
な
り
ま
す
ね
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
輪
も
そ
う
で
す
ね
。

お

知

ら

せ

明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
の
文
字
を
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
原
稿
を
一
部
割
愛
し
て
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

ご
了
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
者
の
喜
び
の
声

受
賞
者
の

　喜
び
の
声

平成28年(2016年)7月1日	 明 る い ニ ュ ー ス 	 第685号（2）
昭和28年12月14日
第3種郵便物認可（　　　　　　　）１部50円

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　長
崎
県
佐
世
保
支
部

第
九
回
九
州
支
部

協

議

会

開

催

第
九
回
九
州
支
部
協
議
会

総
会
を
平
成
二
十
八
年
四

月
十
六
日
長
崎
県
佐
世
保

市
内
の
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
佐
世
保
で
開
催
し
ま
し

た
。大

会
直
前
震
災
で
交
通
網

が
混
乱
し
、
熊
本
県
は
も
と

よ
り
宮
崎
、
鹿
児
島
、
大
分
、

福
岡
と
県
外
か
ら
の
参
加

者
三
十
五
名
が
欠
席
と
な

り
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
当

日
を
迎
え
大
変
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
九
州
支
部
協

議
会
会
長
濱
武
隆
の
挨
拶

の
後
、
来
賓
の
日
本
善
行

会
相
澤
副
会
長
、
衆
議
院

議
員
北
村
誠
吾
様
、
前
代

議
士
宮
島
大
典
様
、
長
崎

県
議
会
議
員
外
間
雅
広
様
、

県
会
議
員
久
野
さ
と
し
様

か
ら
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
多
数
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
移
り
、
平

成
二
十
七
年
度
事
業
報
告
、

平
成
二
十
七
年
度
決
算
及

び
監
査
報
告
、
役
員
改
選
、

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
、
本
部
へ
の
現
況
報
告
、

創
立
八
十
周
年
記
念
事
業

開
催
に
つ
い
て
了
承
さ
れ

ま
し
た
。
次
い
で
北
九
州

支
部
長
野
村
光
春
氏
が
各

支
部
長
を
代
表
し
支
部
活

動
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

次
年
度
開
催
地
は
大
分
県

大
分
支
部
に
決
定
し
ま
し

た
。続

い
て
相
澤
副
会
長
か

ら
障
害
者
で
あ
り
な
が
ら

福
祉
活
動

に
努
力
さ

れ
た
佐
世

保
支
部
の

本
多
敬
藏

氏
に
感
謝

状
が
授
与

さ
れ
ま
し

た
。総

会
後
、
懇
親
会
は
古

賀
良
一
教
育
会
会
長
の
乾

杯
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、

被
災
地
の
事
を
思
い
予
定

し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を

自
粛
し
ま
し
た
。

岩
田
克
也
佐
世
保
市
民
生

部
長
の
万
歳
三
唱
で
全
て

の
行
事
が
終
了
後
出
席
者

皆
さ
ん
で
震
災
へ
の
募
金

を
し
ま
し
た
。

交
通
渋
滞
の
中
を
遠
方
よ

り
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
相

澤
副
会
長
は
じ
め
北
九
州
支

部
長
野
村
光
春
御
夫
妻
、
筑

後
支
部
高
良
様
、
坂
寺
様
、

是
枝
様
、
物
心
両
面
で
援
助

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ま
た
本
大
会
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
日
本
善
行

会
本
部
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
大
野
ラ
ン

ド
理
事
長
、
レ
オ
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様

に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　　山
梨
県
甲
府
支
部

春
季
全
国
一
斉

交
通
安
全
出
発
式

平
成
二
十
八
年
度
春
季
全

国
一
斉
交
通
安
全
出
発
式

が
甲
府
駅
北
口
通
路
で
四

月
六
日(

水)

午
前
十
時
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

甲
府
警
察
署
長
、
甲
府
交

通
安
全
協
会
会
長
、
甲
府

副
市
長
、
市
内
三
校
の
高

校
生
代
表
が
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
読
み
上
げ
出
発
式
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
山
梨
県
甲
府

支
部
会
員
も
折
鶴
を
南
口

通
路
で
配
布
し
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
の
短
冊
付

き
を
通
行
人
、
運
転
者
に
、

交
通
安
全

無
事
故
無

違
反
で

あ
り
ま
す

よ
う
お
祈

り
し
、
配

布
し
ま
し

た
。

　　東
京
都
板
橋
支
部

去
る
三
月
二
十
七
日
仲
町

地
区
の
桜
ま
つ
り
会
場
に

て
折
鶴
を
配
布
い
た
し
ま

し
た
。

珍
し
い
、

あ
り
が
と

う
と
の
多

数
の
声
を

い
た
だ
き

ま
し
た
。

貸　 借　 対　 照　 表

平成 28年３月 31 日現在　　　　　　　　（単位 : 円）

科　　　　　目 当 年 度 末 前 年 度 末 増  　減

Ⅰ．資産の部
　１．流 動 資 産 93,768,750 64,265,722 29,503,028
　　　現金 14,486 42,365 △ 27,879
　　　預金 93,754,264 64,223,357 29,530,907
　　　仮払金 0 0 0
　２．固 定 資 産 1,000,000 5,000,000 △ 4,000,000
　　　特定資産 1,000,000 5,000,000 △ 4,000,000
　　　事業引当預金 1,000,000 5,000,000 △ 4,000,000
　　　資　産　合　計 94,768,750 69,265,722 25,503,028
Ⅱ．負債の部
　１．流 動 負 債 82,460 82,560 △ 100
　　　預    り    金 82,460 82,560 △ 100
　　　負　債　合　計 82,460 82,560 △ 100
Ⅲ．正味財産の部
　１．指定正味財産 0
　　　指定正味財産 0
　２．一般正味財産 94,686,290 69,183,162 25,503,128
　　　一般正味財産 94,686,290 69,183,162 25,503,128
　　　正味財産合計 94,686,290 69,183,162 25,503,128
負債及び正味財産合計 94,768,750 69,265,722 25,503,028

◇平成２８年度収支予算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 :円）

　科　　　　　目 予  算  額 　科　　　　　目 予  算  額

Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部
　1．事業活動収入 　１．投資活動収入
　　①会　費　収　入 22,500,000 　　　特定資産取崩収入 0
　　②寄付金品等収入 3,170,000 　　　事業引当金預金取崩収入 1,000,000
　　③雑　 収　 入　　 520,000 　　　投資活動収入計 1,000,000
　　　事業活動収入計 26,190,000 　２．投資活動支出
　２．事業活動支出 　　　特定資産取得支出 0
　　①事業費支出 26,335,000    　　投資活動支出計 0
　　　表彰事業費 15,500,000    　　投資活動収支差額 1,000,000
　　　善行活動推進事業費 6,485,000 Ⅲ．予備費支出
　　　広報啓発事業費　 4,350,000 　　当期収支差額　　　 △ 8,475,000
　　②管理費支出　 9,330,000 　　前期繰越収支差額 94,686,290
　　　事業活動支出計 35,665,000 　　次期繰越収支差額 86,211,290
　　　事業活動収支差額 △ 9,475,000

◇
総
会
に
て
左
記
理
事
二
十
五
名
と
監
事
三
名

が
選
任
さ
れ
、
第
二
回
理
事
会
で
互
選
の
結

果
、会
長
に
藤
田
耕
三
氏
、他
副
会
長
に
相
澤
、

勝
野
、
高
田
氏
の
三
氏
、
常
務
理
事
に
石
井
、

黒
澤
、
濱
武
、
松
本
、
山
下
の
五
氏
が
決
定

し
た
。

（
五
十
音
順
）

▽
会　
　

長　

藤 

田 

耕 

三(

元
広
島
高
等
裁
判
所
長
官)

▽
副 

会 

長　

相 

澤 

克 

也(

群
馬
県
前
橋
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

勝 

野 

堅 

介(

元
内
閣
府
賞
勲
局
長)

　
　

 

同 　
　

高 

田 

　

 

修(

東
京
都
板
橋
支
部
顧
問)

▽
常
務
理
事　

石 

井 

將 

博(

東
京
都
豊
島
支
部
長) 

　
　

 

同 　
　

黒 

澤 

　

 

猛(

北
海
道
北
見
地
区
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

濱 

武 

　

 

隆

(

長
崎
県
佐
世
保
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

松 

本 

カ
ネ
子(

栃
木
県
宇
都
宮
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

山 

下 

純
雲
子(

渋
谷
区
支
部
顧
問)

▽
理    

事　

石 

毛 

利 

雄
（
東
京
都
渋
谷
区
支
部
長
）

　
　

 

同 　
　

磯 

江 

良 

三(

北
海
道
網
走
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

栗 

原 

　

 

忍(

東
京
都
練
馬
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

黒 

﨑 

一 

嘉

(

静
岡
県
御
殿
場
支
部
副
支
部
長)

一
般
社
団
法
人 

日
本
善
行
会
新
役
員

　
　

 

同 　
　

合 

田 

祐 

二(

千
葉
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

早
乙
女 

勝 

巳(

兵
庫
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

佐 

藤 

全 

弘(

東
京
都
狛
江
支
部
長
）

　
　

 

同 　
　

島 

村 

弘 

子

(

群
馬
県
・
北
毛
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

多 

田 

正 

見(

東
京
都
江
戸
川
区
長)

　
　

 

同 　
　

中 

島 

成 

夫(

新
潟
県
魚
沼
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

縄 

田 

　

 

栄(

大
阪
府
支
部
会
長)

　
　

 

同 　
　

西 

田 

　

 

誠(

九
州
支
部
協
議
会
相
談
役)

　
　

 

同 　
　

西 

村 

　

 

弘(

東
京
都
小
平
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

飯 

田 

勝 

男(

宮
城
県
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

本 

間 

　

 

操(

青
森
県
弘
前
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

山 

下 

八 

郎(

熊
本
県
宇
土
支
部
長)

▽
監　
　

事　

浦 

野 

秀 

樹(

東
京
都
北
区
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

久 

保 

　

 

猛 
(

東
京
都
板
橋
区
青
少
年
健
全
育
成
地
区
委
員
会
副
会
長)

　
　

 
同 　
　

山 

﨑 

久 

夫(

福
島
県
支
部
長)

 

◇
理
事
会
に
お
い
て
左
記
参
与
四
名
が
選
任
さ

れ
た
。

▽
参　
　

与　

大 

岩 
　

 

武(

元
日
本
善
行
会
常
務
理
事)

　
　

 

同 　
　

加 

藤 
利 
雄(

元
日
本
善
行
会
常
務
理
事)

　
　

 

同 　
　

須 

郷 

勝 
雄(
元
青
森
県
青
森
支
部
長)

　
　

 

同 　
　

須 

田 

耕 

作(
東
京
都
狛
江
支
部
相
談
役)

 

善
行
金
章
を
受
章
し
て

　佐
世
保
市

　
　濱
武

　隆

平
成
二
十
八
年
度
特
別
善

行
金
章
の
栄
に
浴
し
、
身

に
余
る
光
栄
と
心
か
ら
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
世
保
市
教
育
セ
ン
タ
ー

青
少
年
補
導
委
員
の
委
嘱
を

受
け
青
少
年
補
導
委
員
の
役

員
と
し
て
、
青
少
年
の
健
全

金

　
　
章

育
成
と
非
行
防
止
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
善
行
銅
賞

二
十
三
年
に
特
別
善
行
銀

章
を
、
今
回
特
別
善
行
金

章
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
を
励
み
に
、

今
後
一
層
善
行
活
動
に
誠

意
を
持
っ
て
、
尽
力
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
皆

様
方
の
御
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
人
の
絆
を
大
切
に

し
て
善
行
の
実
践
活
動
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

日
本
善
行
会
の
益
々
の
発

展
を
祈
念
し
感
謝
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

﹁
第
三
回
創
立
八
十
周
年

記
念
事
業
準
備
委
員
会
﹂

及
び
﹁
第
二
回
八
〇
年

の
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
﹂

第
三
回
の
「
創
立
八
十
周

年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

と
第
二
回
の
「
八
〇
年
の

あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」
が
、

六
月
一
六
日
総
会
後
に
開

催
さ
れ
た
。

「
記
念
事
業
準
備
委
員
会
」

で
は
、
記
念
品
等
に
つ
い

て
検
討
が
行
わ
れ
た
。

「
あ
ゆ
み
編
集
委
員
会
」

で
は
、「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」

の
基
本
的
構
成
、
体
裁
、
具

体
的
内
容
等
に
つ
い
て
検

討
が
な
さ
れ
た
。

次
回
の
両
「
委
員
会
」
は
、

七
月
二
七
日
に
開
催
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。




